
 
平成 29 年 2 月 14 日 

各  位 
                   

会社名  エルナー株式会社             
代表者名 代表取締役社長執行役員 吉田秀俊     

（コード番号 ６９７２ 東証第２部） 
問合せ先 取締役上席執行役員財務経理部長 安藤正直 

（ＴＥＬ 045-470-7252） 

 
 

（訂正・数値データ訂正） 
「平成 28 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 

 

 平成 29 年２月 14 日に発表いたしました「平成 28 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」 
の記載に一部訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、数値デー

タにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信いたします。 
なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 
記 

 
１．訂正の理由 

連結財務諸表のうち、「連結キャッシュ・フロー計算書」について、記載の一部に誤りがあり

ましたため訂正を行うものです。 

 

２．訂正の内容 

サマリー情報１ページ 

１．平成 28 年 12 月期の連結業績（平成 28 年 1 月 1日～平成 28 年 12 月 31 日） 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

（訂正前） 
 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物期末

残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

28年12月期 △2,595 △1,065 1,519 1,102

27年12月期 △11 △1,714 2,028 2,389

  

 

(訂正後) 
 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物期末

残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

28年12月期 △2,595 △915 1,519 1,252

27年12月期 △11 △1,714 2,028 2,389

  



 

 

 

添付資料３ページ 

１．経営成績 

（２）財政状態に関する分析 

（訂正前） 

[キャッシュ・フロー] 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

12 億８千７百万円減少し、11 億２百万円となりました。 

営業活動の結果使用した資金は、25 億９千５百万円（前連結会計年度は１千１百万円の収入）とな

りました。この主な要因は、減価償却費 13 億７千１百万円の計上などによる資金の増加があったもの

の、独占禁止法関連損失の計上などによる税金等調整前当期純損失９億８千１百万円となったことや売

上債権の増加 24 億５百万円の資金の減少があったことによるものであります。 

投資活動の結果使用した資金は、10 億６千５百万円（前連結会計年度は 17 億１千４百万円の支出）

となりました。この主な要因は、固定資産の取得による支出８億９千万円によるものであります。 

財務活動の結果得られた資金は、５億８百万円減少し、15 億１千９百万円となりました。この主な

要因は、短期借入金の純増減による支出８億３千８百万円、長期借入れによる収入 99 億９千８百万円、

長期借入金の返済による支出 73 億８千６百万円によるものであります。 

 

（訂正後） 

[キャッシュ・フロー] 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

11 億３千７百万円減少し、12 億５千２百万円となりました。 

営業活動の結果使用した資金は、25 億９千５百万円（前連結会計年度は１千１百万円の収入）とな

りました。この主な要因は、減価償却費 13 億７千１百万円の計上などによる資金の増加があったもの

の、独占禁止法関連損失の計上などによる税金等調整前当期純損失９億８千１百万円となったことや売

上債権の増加 24 億５百万円の資金の減少があったことによるものであります。 

投資活動の結果使用した資金は、９億１千５百万円（前連結会計年度は 17 億１千４百万円の支出）

となりました。この主な要因は、固定資産の取得による支出８億９千万円によるものであります。 

財務活動の結果得られた資金は、５億８百万円減少し、15 億１千９百万円となりました。この主な

要因は、短期借入金の純増減による支出８億３千８百万円、長期借入れによる収入 99 億９千８百万円、

長期借入金の返済による支出 73 億８千６百万円によるものであります。 
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４．連結財務諸表 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（訂正前） 
          (単位：百万円)
         前連結会計年度 

(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前当期純損失（△） △1,397 △981

 減価償却費 1,507 1,371

 のれん償却額 0 ―

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △47 △1

 製品補償引当金の増減額（△は減少） ― 31

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △71 △437

 受取利息及び受取配当金 △6 △5

 支払利息 667 737

 為替差損益（△は益） 63 △66

 固定資産除売却損益（△は益） △1 18

 投資有価証券評価損益（△は益） 11 △0

 独占禁止法関連損失 910 938

 売上債権の増減額（△は増加） 121 △2,405

 たな卸資産の増減額（△は増加） △65 △433

 仕入債務の増減額（△は減少） △167 △116

 その他 37 244

 小計 1,563 △1,107

 利息及び配当金の受取額 6 5

 利息の支払額 △659 △718

 独占禁止法関連損失の支払額 △719 △612

 法人税等の支払額 △178 △163

 営業活動によるキャッシュ・フロー 11 △2,595

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 定期預金の預入による支出 ― △150

 投資有価証券の取得による支出 △5 △1

 固定資産の取得による支出 △1,718 △890

 固定資産の売却による収入 9 2

 その他 0 △26

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,714 △1,065

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 短期借入金の純増減額（△は減少） 2,200 △838

 長期借入れによる収入 4,708 9,998

 長期借入金の返済による支出 △4,703 △7,386

 社債の償還による支出 △220 ―

 リース債務の返済による支出 △203 △193

 セールアンド割賦バック取引による収入 299 ―

 セールアンド割賦バック取引による支出 △53 △58

 その他 △0 △0

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,028 1,519

現金及び現金同等物に係る換算差額 106 853

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 431 △1,287

現金及び現金同等物の期首残高 1,958 2,389

現金及び現金同等物の期末残高 2,389 1,102



 

 

 

（訂正後） 
          (単位：百万円)
         前連結会計年度 

(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前当期純損失（△） △1,397 △981

 減価償却費 1,507 1,371

 のれん償却額 0 ―

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △47 △1

 製品補償引当金の増減額（△は減少） ― 31

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △71 △437

 受取利息及び受取配当金 △6 △5

 支払利息 667 737

 為替差損益（△は益） 63 △66

 固定資産除売却損益（△は益） △1 18

 投資有価証券評価損益（△は益） 11 △0

 独占禁止法関連損失 910 938

 売上債権の増減額（△は増加） 121 △2,405

 たな卸資産の増減額（△は増加） △65 △433

 仕入債務の増減額（△は減少） △167 △116

 その他 37 244

 小計 1,563 △1,107

 利息及び配当金の受取額 6 5

 利息の支払額 △659 △718

 独占禁止法関連損失の支払額 △719 △612

 法人税等の支払額 △178 △163

 営業活動によるキャッシュ・フロー 11 △2,595

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資有価証券の取得による支出 △5 △1

 固定資産の取得による支出 △1,718 △890

 固定資産の売却による収入 9 2

 その他 0 △26

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,714 △915

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 短期借入金の純増減額（△は減少） 2,200 △838

 長期借入れによる収入 4,708 9,998

 長期借入金の返済による支出 △4,703 △7,386

 社債の償還による支出 △220 ―

 リース債務の返済による支出 △203 △193

 セールアンド割賦バック取引による収入 299 ―

 セールアンド割賦バック取引による支出 △53 △58

 その他 △0 △0

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,028 1,519

現金及び現金同等物に係る換算差額 106 853

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 431 △1,137

現金及び現金同等物の期首残高 1,958 2,389

現金及び現金同等物の期末残高 2,389 1,252
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４．連結財務諸表 

（５）連結財務諸表に関する注記事項 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

（訂正前） 

 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 前連結会計年度 

(自 平成27年１月１日 

至 平成27年12月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成28年１月１日 

至 平成28年12月31日) 

現金及び預金勘定 2,839百万円 1,702百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △ 450百万円 △ 600百万円

現金及び現金同等物 2,389百万円 1,102百万円

 

（訂正後） 

 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 前連結会計年度 

(自 平成27年１月１日 

至 平成27年12月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成28年１月１日 

至 平成28年12月31日) 

現金及び預金勘定 2,839百万円 1,702百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △ 450百万円 △ 450百万円

現金及び現金同等物 2,389百万円 1,252百万円

 

 

                                   以 上 


